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平成27年第2回定例会
各議員の審議結果（○＝賛成　●＝反対　／＝審議不参加　―＝議長　）

専決第１号　平成26年度河南町一般会計補正予算（第９号）

専決第２号　河南町税条例等の一部を改正する条例の制定について

河南町税条例の一部を改正する条例の制定について

河南町総合保健福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

河南町子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の

制定について

河南町消防団条例の一部を改正する条例の制定について

平成27年度河南町一般会計補正予算（第１号）

河南町立中学校空調設備設置工事の工事請負契約について
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― ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○○ ○ ○ ○

― ○ ○ ● ● ／ ○ ○○ ○ ○ ○
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論
討

河南町税条例の一部を改正する条例の制定について

《反対討論》 《賛成討論》

討論討論賛成 反対

【力武議員】

　公的年金の個人情報の流出は、公的機

関の個人情報管理の脆弱さと絶対安全な

どないことを国民に知らせた。マイナン

バー制度の前提が崩れていることを浮き

彫りにした。

　この制度は、今回流出した年金情報を

含む社会保障と税など、膨大な個人情報

を行政が一元的に把握し、活用するもの

である。

国民の認知度は低い上、事業者の管理体

制も進んでいないことでの不安と混乱が

生じることは火を見るより明らかでる。

　この制度の問題点、住民への影響を十

分認識され、実施は中止、撤回し、個人

情報は一元管理ではなく分散管理した個

人情報保護の対策を行うべきである。

【福田議員】

　マイナンバー制度自体まだまだ徹底

されていない。それと、会社、事業者

も含めて、徹底されていないし企業は

どこまで利用できるかを把握していな

いというのが現実である。

　それと、このマイナンバー制度は、

国民一人に対して、貯金の管理等、い

ろんな面も含めて管理される。丸裸に

されるような形のマイナンバー制度で

ある。

　私は平成28年１月１日から導入され

ることに対して、もう少し議論し、１

年後にでも導入するよう民主党も今出

している。それらを含めて今後河南町

行政も検討すればよい。

【野村議員】

　平成27年度の地方税制改正は、現下

の経済情勢等を踏まえ、デフレ脱却と

経済再生、地方創生への取り組み、経

済再生と財政健全化の両立などの観点

から、地方税法等の一部を改正する法

律が施行され、住民税関係・軽自動車

税関係・固定資産税等において法の一

部改正があった。また、マイナンバー

法の施行により、個人番号及び法人番

号の申請書への記載の義務づけなどの

改正が行われた。

　本町においても、上位法令である地

方税法等の改正の趣旨に従い、本条例

について所要の条例改正が提案された

ものであり、適正なものであると考え

る。

【中川議員】

　システム面において、個人情報は従

来どおり年金の情報は年金事務所、税

の情報は税務署といったように分散管

理をする。分散管理することで芋づる

式の情報漏えいは防げる。また、行政

機関での情報のやりとりはマイナン

バーを直接使わないというようなこと

で、システム面での安心ということで

構築されている。
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河南町議会はより開かれた議会をめざし、政務活動費を公表いたします

政務活動費とは           
政務活動費は、地方自治法に基づき議員の調査研究に資するため必要経費の一部として交付されます。
平成２４年の地方自治法の一部改正により、会派に交付する「政務調査費」の名称が「政務活動費」に改められました。
政務活動費は、議会における会派（所属する議員が１人の場合を含む）に対して交付するものです。  
政務活動費の額は、会派に所属する議員数に応じて、１人につき　　　　                 が交付されています。 
ここでは、各会派から提出された収支報告書をもとに執行状況を公表いたします。
※ただし、現在は平成２７年第１回河南町議会定例会に提案された「河南町議会政務活動費の交付に関する条例の一
部を改正する条例」が制定され、平成２８年１０月２日までの間は政務活動費の交付を行わないことになり、平成２７年
度の政務活動費の交付はありません。

月額15,000円

調査研究費

区　分 内　　　　容

研修費

会派（所属議員を含む。以下同じ。）が行う町の事務、地方行財政等に関する調査研究
（視察を含む。）及び調査委託に要する経費

１　会派が行う研修会、講演会等実施（共同開催含む。）に要する経費
２　団体等が開催する研修会（視察含む。）、講演会等への所属議員の参加に要する経費

会派が行う活動の広報・広聴活動に要する経費広報・広聴費

要請陳情等活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

事務費

会派が行う要請陳情活動、住民相談等の活動に要する経費 

１　会派が行う各種会議、住民相談会等に要する経費
２　団体等が開催する意見交換会等各種会議への会派としての参加に要する経費

会派が行う活動に必要な資料を作成するための経費

会派が行う活動のために必要な図書、資料等の購入、利用等に要する経費

会派が行う活動に係る事務の遂行に要する経費
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汚
　
　

。
か
の
る
い
て
え
増
が
量

の
る
い
て
れ
さ
を
導
指
た

。
か

判
で
階
段
の
ど
に
的
法
　
　

。
か
の
る
い
て
れ
さ
断

説
へ
方
の
域
地
は
者
業
　
　

の
で
点
の
そ
、
で
き
べ
す
明

。
は
導
指

配
心
の
ン
シ
キ
オ
イ
ダ
　
　

。
か
の
い
な
は

き
は
水
排
の
理
処
水
汚
　
　

の
る
い
て
れ
さ
理
処
と
ん
ち

。
か

指
る
よ
に
度
程
の
害
災
　
　

。
は
導
誘
難
避
、
底
徹
の
示

学
中
、
に
練
訓
災
防
　
　

び
呼
を
加
参
の
生
学
小
、
生

。
に
う
よ
る
け
か

城
葛
、
ら
か
区
地
崩
青
　
　

方
る
れ
ら
登
に
山
剛
金
・
山

故
事
。
る
い
て
来
て
え
増
が

し
楽
を
山
登
に
適
快
、
止
防

場
車
駐
、
め
た
う
ら
も
で
ん

。
を
保
確
の

あ
み
ご
る
よ
に
ス
ラ
カ
　
　

。
を
起
喚
意
注
で
策
対
り
さ

、
で
験
経
の
地
各
国
全
　
　

工
の
袋
。
る
あ
が
道
報
の
と

。
は
て
え
考
を
夫

小
・
園
育
保
・
園
稚
幼
　
　

訓
と
育
教
災
防
の
で
校
学
中

見
会
社
の
設
施
災
防
。
は
練

。
は
学

）
人
個
（問
質
般
一

ん
ね
い
た
き
聞
が
れ
こ

問

問

問問問

問問

問問 答

答答答

答答

答答 答

問問

問

答

答

答

武
力

 

清 

員
議

て
い
つ
に
題
問
の
み
ご
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充
・
化
強
の
練
訓
災
防

を
実

）
区
地
崩
青
（
口
山
登

を
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整
の

産廃処理施設

登山口（青崩地区）



9

、
は
的
目
の
生
創
方
地

　
　

ひ
・
ち
ま
「
か
に
間
の
つ
い

極
一
京
東
が
」
と
ご
し
・
と

外
以
圏
京
東
、
り
な
に
中
集

知
の
間
人
・
化
文
・
金
。
た

東
り
た
わ
に
面
方
多
々
等
識

。
る
い
て
し
中
集
へ
面
方
京

に
月
九
年
昨
に
め
た
の
そ

し
定
策
を
」
法
生
創
方
地
「

ま
「
に
々
浦
々
津
国
全
、
て

分
を
」
と
ご
し
・
と
ひ
・
ち

さ
化
性
活
を
方
地
、
せ
さ
散

的
目
の
律
法
の
こ
が
の
る
せ

と
ろ
い
ろ
い
は
国
。
る
あ
で

出
を
ア
デ
イ
ア
い
良
で
方
地

つ
を
方
地
な
気
元
、
て
せ
さ

。
す
出
を
金
お
は
国
。
る
く

の
生
創
方
地
は
体
治
自
各

　

す
成
作
に
中
度
年
今
を
画
計

う
よ
い
な
ら
な
に
ず
れ
入
魂

の
ど
に
め
た
く
い
て
め
進
に

。
か
の
る
く
つ
に
う
よ

う
沿
に
号
９
０
３
道
国

　
　

年
、
は
」
駅
の
道
「

間
60
万が

者
場
来
な
う
よ
る
え
超
人

。
ろ
こ
と
る
あ

面
方
堺
や
市
阪
大
、
は
所
場

あ
で
地
光
観
又
間
時
１
り
よ

程
間
時
１
り
よ
面
方
良
奈
る

多
が
者
場
来
、
で
所
場
の
度

。
る
あ
で
況
状
な
狭
手
し

大
、
て
し
用
利
を
設
施
の
こ

利
を
地
空
、
に
達
人
の
市
都

ど
子
や
園
菜
庭
家
の
て
し
用

又
、
場
の
習
学
然
自
の
達
も

計
て
し
と
場
の
流
交
の
と
人

。
か
の
い
な
は
画

が
法
別
特
策
対
家
き
空

　
　

昨
年
11

。
た
し
立
成
月

５
・
％
９
の
数
戸
全
の
内
町

さ
測
推
、
と
る
あ
が
戸
０
８

。
る
れ

つ
に
応
対
の
家
き
空
の
こ

　

え
考
に
う
よ
の
ど
は
町
て
い

。
か
の
る
い
て

わ
思
と
症
知
認
の
内
町

　
　

町
、
り
な
く
多
が
者
患
る
れ

額
な
変
大
が
額
の
費
療
医
の

多
が
け
だ
者
患
の
症
知
認
に

の
期
初
は
者
患
症
知
認
、
が

の
い
す
や
し
防
予
は
で
階
段

い
て
れ
わ
言
と
か
い
な
は
で

。
る

　

県
野
長
に
際
実

、

県
取
鳥

、心
熱
で
等
会
師
医
の
県
知
高

成
て
れ
ら
お
で
ん
組
り
取
に

。
る
い

に
題
問
の
こ
も
て
し
と
町

　

の
る
い
て
し
討
検
分
十
し
対

。
か

）
人
個
（問
質
般
一

ん
ね
い
た
き
聞
が
れ
こ

答

答

答

答

問

問

問

問
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問

答

て
い
つ
に
画
計
の
生
創
方
地

杉本 孝 議員

道の駅かなん駐車場

道の駅かなん店内



問

答

聞こえない防災行政無線
約３億円でデジタル化に

10

で
域
全
内
町
、
前
年
数

　
　

て
し
用
活
を
線
無
政
行
災
防

。
た
れ
わ
行
が
練
訓
の

が
送
放
な
心
肝
、
際
の
そ

　

分
が
と
こ
る
す
在
存
が
域
地

て
じ
講
は
策
対
、
後
の
そ

　

ら
れ
そ
、
た
ま
。
か
の
た
き

算
予
た
し
要
と
期
時
置
設
の

。
う
伺
を

11

、
は
備
整
の
後
の
そ

　
　
　

ず
ら
お
て
れ
わ
行
ど
ん
と
ほ

域
地
、
て
し
と
応
対
の
後
今

せ
さ
実
充
を
網
絡
連
の
民
住

か
ぜ
な
、
が
だ
と
こ
の
と
る

に
か
確
。
る
じ
感
を
感
和
違

に
細
詳
に
別
個
、
は
網
絡
連

当
適
は
て
し
と
段
手
る
え
伝

か
場
現
の
ら
れ
そ
。
る
い
て

認
は
出
検
の
ト
ス
ベ
ス
ア
ら

民
住
た
ま
、
か
の
た
れ
ら
め

出
は
響
影
る
す
対
に
康
健
の

。
う
伺
か
の
い
な
い
て

い
な
れ
し
も
か
る
え
い
と

害
災
然
自
、
が

は
24

間
時

け
な
ら
と
を
動
行
で
位
単
秒

た
は
、
に
時
い
な
ら
な
ば
れ

問
疑
か
効
有
で
ま
こ
ど
が
網

。
る
残
が

る
す
置
設
を
線
無
政
行
災
防

を
算
予
の
位
単
億
り
た
あ
に

非
、
ら
か
だ
の
る
い
て
じ
投

情
害
災
る
け
お
に
時
害
災
常

確
の
段
手
達
伝
・
集
収
の
報

る
す
成
達
を
的
目
う
い
と
保

る
き
で
羅
網
町
全
、
に
め
た

え
考
と
欠
可
不
要
必
が
修
改

。
が
る34

公
の
内
町
、
年
数
こ
こ

　
　

い
続
が
事
工
体
解
の
設
施
共

）
人
個
（問
質
般
一

ん
ね
い
た
き
聞
が
れ
こ

問

問
再

答

答問

答

広
正
岡
浅

 

員
議
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11

回
数
り
よ
年
３
１
０
２

　
　

理
い
な
れ
入
り
取
を
力
電
新

力
電
西
関
に
し
な
札
入
、
由

問
を
拠
根
る
い
て
し
頼
依
へ

案
提
を
入
導
の
力
電
新
、
い

捗
進
の
在
現
。
た
き
て
し

。
は

26

１
る
あ
で
額
金
札
落

　
　

は
円
０
４
０
，
６
３
４
，
１

比
と
金
料
社
会
力
電
の
来
従

み
の
舎
庁
場
役
は
回
今

　
　

、
設
施
校
学
、
が
だ
入
導
の

ン
セ
祉
福
健
保
合
総
、
館

る
げ
広
に
ら
れ
こ
。
る
あ
で

。
は
え
考

。
た
れ
さ
決
可
が
例
条
る
す

、
か
ろ
こ
ど
す
出
を
届
姻
婚

い
て
れ
ら
め
認
え
さ
婚
実
事

、
利
権
る
す
居
入
に
宅
住

な
除
控
者
偶
配

ど
19

も
上
以

ま
。
い
な
が
限
権
な
的
法
の

手
、
権
会
面
の
時
院
入
、
た

民
ど
な
名
署
の
へ
書
意
同
術

て
れ
わ
奪
が
利
権
の
も
十
数

を
限
権
は
Ｔ
Ｂ
Ｇ
Ｌ
。
る
い

在
存
き
べ
る
か
し
て
れ
わ
奪

。
か
の
な

の
初
本
日
西
が
町
南
河

　
　

に
体
治
自
る
す
行
発
を
書
明

入
転
に
町
南
河
が
者
事
当

メ
も
に
外
以
者
事
当
、
し

。
か
い
な
き
で
討
検
を
行

取
の
等
画
参
同
共
女
男

　
　

へ
Ｔ
Ｂ
Ｇ
Ｌ
で
中
の
み
組
り

み
組
り
取
る
め
深
を
解
理
の

。
か
い
な
き
で
が

と
間
期
て
育
子
に
般
一

　
　

連
を
度
程
業
卒
校
高
と
う
い

業
卒
学
中
は
在
現
。
る
す
想

な
い
て
き
で
成
助
か
し
で
ま

充
拡
で
ま
業
卒
校
高
、
が
い

。
か
い
な
き
で

）
人
個
（問
質
般
一

ん
ね
い
た
き
聞
が
れ
こ

答答

答

答

答答

答

問

問問

問

問

問

問
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を
復
回

医
も
ど
子
、
当
手
童
児

を
大
拡
象
対
の
費
療

問

答

は
捗
進
の
入
導
の
力
電
新

佐々木希絵議員



問

答

軽度・中等度難聴児支援は
大阪府に拡充の働きかけを

児童用補聴器

高規格救急車

12

把
状
現
の
児
害
障
覚
聴

　
　

そ
と
数
人
の
別
態
状
、
で
握

。
は
数
童
児
ち
う
の

50

18

ス
覚
聴
児
生
新
、
在
現

　
　

が
例
る
れ
さ
見
発
が
聴
難
に

こ
そ
。
る
あ
に
向
傾
加
増

軽
る
あ
に
間
谷
の
度
制
、
で

対
に
児
聴
難
の
度
等
中
・
度

幕
字
、
と
度
制
金
助
補
る
す

。
は
応
対
の
策
援
支

成
助
の
度
等
中
・
度
軽

　
　

は
、
30
dB

果
効
が
ら
か
上
以

府
阪
大
、
が
る
あ
で
的

は
60

dB

に
府
阪
大
。
る
あ
で
上
以

き
働
を
充
拡
の
成
助
、
し
対

の
車
急
救
、
後
化
域
広

　
　

動
出

が
１．５

い
て
し
加
増
に
倍

い
と
化
域
広
の
防
消
、
が
る

と
心
中
の
北
南
ら
か
点
観
う

の
車
急
救
に
署
分
南
河
る
な

消
、
つ
一
う
も
。
る
え
考
と

と
席
出
の
へ
会
議
の
長
署
防

。
は
応
対
の
疑
質　

　

連
ブ
ラ
ク
人
老
町
南
河

　
　

」
場
広
の
い
こ
い
「
の
会
合

。
は
え
考
の
置
設

。

ま
を
体
全
、
は
会
合
連

　
　

あ
が
割
役
な
要
重
る
め
と

。
は
え
考
の
長
町
。
る

。
は
え
考
る
け
か　

　

と
数
者
病
有
の
町
南
河

　
　

。
は
想
予
の
度
年
５
２
０
２

援
支
中
集
期
初
症
知
認

　
　

。
う

に
考
参
を
等
例
事
進
先

　
　

。
は
策
充
拡
の
団
防
消

）
人
個
（問
質
般
一

ん
ね
い
た
き
聞
が
れ
こ

問問

問

問問

答

答

答答答答 問

問

問問 答答

答

川
中

 

博 

員
議

て
い
つ
に
症
知
認

て
い
つ
に
策
対
者
齢
高

て
い
つ
に
団
防
消
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つ
に
制
体
急
救
町
南
河

て
い



給食センター

ふれあいの湯

況
状
営
運
の
湯
の
い
あ
れ
ふ

田中 慶一 議員

13

収
間
月
の
呂
風
い
し
新
の
階

。
は
費
経
と
入

10

60

16

33

。
か
う
ど
は
数
者
用
利

　
　

70

な
者
用
利
や
民
住
般
一

　
　

握
把
ど
な
見
意
、
応
反
の
ど

。
か
る
い
て
し

費
い
近
円
万
０
０
０
９

　
　

半
べ
比
と
呂
風
の
旧
が
用
利

策
方
す
や
増
。
る
い
て
し
減

。
は

ど
な
便
増
の
ス
バ
に
更

　
　

。
は
で
の
る
い
が
夫
工
の

、
生
先
、
徒
生
、
童
児

　
　

は
に
的
量
。
は
応
反
る
す
対

好
又
。
が
る
え
思
と
い
な
少

対
の
供
子
い
し
激
の
い
嫌
き

。
は
法
方
応

15
。
か
う
ど
は
費
経

27

56

44

す
善
改
、
省
反
上
営
運

　
　

。
か
う
ど
は
点
き
べ

に
ず
さ
と
落
を
量
、
質

　
　

よ
る
す
減
削
を
ト
ス
コ
営
運

。
を
析
分
う

）
人
個
（問
質
般
一

ん
ね
い
た
き
聞
が
れ
こ

答

答答答

答

答

答答

答答

問

問問

問問

問問

問

問問
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況
状



問

答

消防体制の強化は
更なる消防広域化は必要

14

こ
な
念
残
、
近
最
い
つ

　
　

投
民
住
が
想
構
都
阪
大
に
と

阪
大
、
が
た
れ
さ
決
否
で
票

府
阪
大
で
書
定
協
の
想
構
都

１
、
り
あ
が
案
提
の
庁
防
消

る
す
生
発
で
率
確
の
％
０
０

規
大
の
等
震
地
フ
ラ
ト
海
南

る
す
応
対
に
速
迅
に
害
災
模

の
模
規
中
て
め
せ
、
も
に
為

村
１
町
２
市
６
を
制
体
防
消

早
千
・
町
子
太
・
町
南
河
（

内
河
・
市
林
田
富
・
村
阪
赤

羽
・
市
山
狭
阪
大
・
市
野
長

原
柏
・
市
寺
井
藤
・
市
野
曳

あ
が
要
必
る
す
備
整
で
）
市

。
は
で
の
る

30

の
る
あ
が
響
影
な
様
の
ど
に

。
か

て
け
向
に
化
県
府
道
都

　
　

み
組
り
取
な
様
の
ど
は
町
本

。
か
の
る
す
を

26
30

道
都
の
険
保
康
健
民
国

　
　

度
制
な
様
の
ど
は
と
化
県
府

。
か

30

27

30

保
う
伴
に
化
県
府
道
都

　
　

者
険
保
被
の
町
本
、
等
料
険

）
人
個
（問
質
般
一

ん
ね
い
た
き
聞
が
れ
こ

問

問

答

答問

問答

答

村
野

 

守 

員
議

険
保
康
健
民
国
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かなんぴあ駐車場

問

答

度
制
習
講
転
運
車
転
自

廣谷 武 議員

15

人
た
し
入
購
を
車
転
自

　
　

け
付
務
義
の
入
加
険
保
の
へ

。
は

27

の
転
運
車
転
自
い
し
新

　
　

有
が
診
検
り
よ
前
年
７

　
　

。
は
移
推

22

18.

18

3116

30

分
十
は
保
確
の
場
車
駐

。
か

。
は
応
対
の
時
込
申

　
　

規
新
と
上
向
の
率
診
受

　
　

。
は
み
組
り
取
の

21

23

）
人
個
（問
質
般
一

ん
ね
い
た
き
聞
が
れ
こ

答

答

答

答答

答

問

問

問問

問

問

診
検
団
集

法
通
交
路
道
正
改
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今
回
は
、
巻
き
す
職
人
の

和
田
光
吉
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

和
田
さ
ん
が
﹃
巻
き
す
﹄

を
作
り
始
め
た
の
は
17
歳
の

時
で
す
。
父
親
が
亡
く
な

り
、
長
男
で
あ
る
自
分
が
生

計
を
立
て
て
い
く
た
め
、
中

学
生
の
頃
か
ら
内
職
を
し
て

い
た
経
験
が
き
っ
か
け
で
始

め
た
そ
う
で
す
。

　

仕
事
を
始
め
た
頃
は
﹃
巻

き
す
﹄
の
需
要
は
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
台
湾
や
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
値
段
の
安
い
外
国
製

が
大
量
に
輸
入
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
生
産
競
争
で
負

け
る
と
思
い
、
こ
の
仕
事
を

や
め
よ
う
と
思
っ
た
ほ
ど
辛

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
時
か
ら
外

国
製
の
巻
き
す
と
一
線
を
画

し
、
寿
司
職
人
に
適
し
た
仕

様
の
﹃
巻
き
す
﹄
を
手
作
り

で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
作
っ
て
い

く
こ
と
に
切
り
替
え
、
特
殊

な
製
品
を
作
っ
て
外
国
製
に

対
抗
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

巻
き
す
作
り
の
工
程
は
、

竹
の
選
定
か
ら
は
じ
ま
り
、

な
ん
と
21
工
程
に
も
及
ぶ
そ

う
で
、
特
に
﹃
ひ
ご
﹄
作
り

に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
日
本

食
ブ
ー
ム
の
後
押
し
も
あ

り
、
今
で
は
世
界
各
国
の
寿

司
職
人
に
愛
用
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

以
前
は
こ
れ
を
１
日
に
千

本
以
上
作
っ
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
今
は
年
齢
の
関
係
も

あ
り
５
０
０
本
程
度
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

﹃
巻
き
す
﹄
の
他
に
﹃
だ
て

す
︵
だ
し
巻
き
卵
用
の
巻
き

す
︶
﹄
や
﹃
せ
い
ろ
す
﹄
、

﹃
そ
ば
す
﹄
な
ど
も
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
は
、
ラ
ン
チ
ョ

ン
マ
ッ
ト
や
コ
ー
ス
タ
ー
な

ど
も
竹
を
編
ん
で
作
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

世界に誇れる
職人の技

和田 光吉さん （寛弘寺）

シリーズ

24

̶その道の達人から学ぶ̶

場
所　

大
阪
府
市
町
村
振
興

　
　
　

協
会

講
師　

近
畿
大
学
経
営
学
部

　
　
　

教
授

　
　
　

高
橋　

愛
典　

氏

内
容　

買
い
物
弱
者
対
策
と

　
　
　

ま
ち
づ
く
り

　

当
日
は
河
南
町
議
会
議
員

10
名
が
参
加
し
、
町
議
会
が

果
た
す
役
割
に
つ
い
て
研
修

を
受
け
ま
し
た
。 参

加

議
員
セ
ミ
ナ
ー

会
派
研
修

会
派
研
修

　

平
成
27
年
第
3
回
定

例
会
を
、
次
の
日
程

(

予
定)

で
開
催
し
ま
す
。

　

町
政
を
身
近
に
知
る

よ
い
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

9
月
3
日　

開　
　

会

9
月
17
日　

一
般
質
問

9
月
18
日　

閉　
　

会

※

日
程
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

︵
確
認
は
議
会
事
務
局

ま
で
︶

　議会だよりは、河南町にお住まい、また

は、在勤の方で、生産や加工、文化・芸能

等において、優れた知識や技能を有する人

を「シリーズ　人」でご紹介しています。

定
例
会
の
日
程

その道の達人をご紹介くださいその道の達人をご紹介ください

河南町ホームページ  http://www.town.kanan.osaka.jp/ （河南町議会／議会の窓）

 

リ
ベ
ラ
ル
の
会
・
公
明

党
・
自
民
ク
ラ
ブ
︵
計

５
人
︶
合
同
で
京
都
大

学
原
子
炉
実
験
所
︵
熊

取
町
︶
・
ち
き
り
ア
イ

ラ
ン
ド
︵
岸
和
田
市
︶

を
視
察
し
ま
し
た
。

 
原
子
炉
実
験
所
で
は
、

が
ん
治
療
の
研
究
や
、

ち
き
り
ア
イ
ラ
ン
ド
で

は
残
土
持
ち
込
み
業
者

な
ど
へ
の
指
導
等
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

リ
ベ
ラ
ル
の
会
︵
３

人
︶
は
12
日
に
徳
島
県

上
勝
町
を
視
察
し
、
ご

み
ゼ
ロ
宣
言
後
の
ご
み

減
量
化
の
取
り
組
み
や

移
動
手
段
の
確
保
が
深

刻
化
し
て
い
る
中
、
住

民
の
移
動
手
段
に
一
役

か
っ
て
い
る
デ
マ
ン
ド

型
の
有
償
タ
ク
シ
ー
事

業
に
つ
い
て
、
詳
し
く

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
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